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サド求j長勾� L"(/lまみ感持 と鵠える徒が多くいます。朝食抜きや
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3~4 1l1問、朝・後・夜の体滋号を測って平均を

おしますのぞれがあなたの平熱です。
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血液iまからだをつくる約� 60兆倒もの紛胞に栄

幾と重量索を送り届け、そのかわりに老廃物{不聖書

なもの)'!i:持ち織る働~をしています翁 乗って体中のパトロールそしながら、侵入してき

たウイルスなどのf路線透を、みんなで協力して

免震締胞1~1J\6誌のボディガード、 やっつけます。

翠〈行をきたUの!こ… イ本語誌が下がると、免疫細胞の豊島ぢがふだんより

血液の中には免疫機能受持った自必至まがたく"d 鋭くなってし荻います。このため、ウイルスなど

んいます。白取球はいろいろな働き後もつ免疫綴 の病原菌を発見し吃も、負けてしまうこともあっ

賂?できています也その免疫細綴たちは血液に で発約しやすくなるのです。

語平懇が{畏い人let体温篭上げよう鰍を上げるために同こと械行しよう
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